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本資料に記載されている、アンリツの現在の計画、戦略、確信などのうち、歴史
的事実でないものは将来の業績等に関する見通しであり、リスクや不確実な要
因を含んでおります。将来の業績等に関する見通しは、将来の営業活動や業績
に関する説明における「計画」、「戦略」、「確信」、「見通し」、「予測」、「予想」、
「可能性」やその類義語を用いたものに限定されるものではありません。実際の
業績は、さまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なる結果となりうること
をご承知おきください。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、アンリツの事業領域を取り巻く日本、
米州、欧州、アジア等の経済情勢、アンリツの製品、サービスに対する需要動向
や競争激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市場の中でアンリツが
引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供できる能力、為替レートな
どです。

なお、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定されるものではありません。ま
た、法令で求められている場合を除き、アンリツは、あらたな情報、将来の事象に
より、将来の見通しを修正して公表する義務を負うものではありません。

注 記
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Ⅰ-1. 事業概要
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食の安全・安心
X線異物検出機
重量選別機

食の安全・安心
X線異物検出機
重量選別機

産業機械

15%

その他

10%

計測 75%

モバイル

45%

ネットワーク・インフラ

30%

エレクトロニクス

25%

日本

30%

米州

25%

EMEA

15%

アジア、パシフィック

30%

計測事業

開発・製造・建設・保守用

モバイル市場 ： LTE、3G
ネットワーク・インフラ市場 ： 有線・無線NW
エレクトロニクス市場 ： 電子部品、無線設備

モバイル市場 ： LTE、3G
ネットワーク・インフラ市場 ： 有線・無線NW
エレクトロニクス市場 ： 電子部品、無線設備

産業機械事業 その他

（計測事業 地域別売上比率）

（セグメント別売上比率：2012年3月期 実績 936億円）

IPネットワーク機器

光デバイス

IPネットワーク機器

光デバイス



Copyright© ANRITSU
Financial Results  FY2012 2Q

5

Ⅰ-2．連結決算概要 - 事業別状況 -

2013年3月期 第2四半期の状況セグメント

総じて堅調に推移

国内外ともに堅調

・モバイル：LTE開発用、スマホ製造用需要が継続

・ネットワークインフラ：無線インフラを中心に堅調

・日本：モバイル関連に集中投資あり

・アジア：製造用投資は堅調

・米州：LTE開発、無線インフラが堅調

その他

産業機械

計測

モバイルブロードバンドサービスを成長ドライバとして
計測事業が堅調に推移
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Ⅰ-2．連結決算概要 - 第2四半期業績サマリー -

増収増益

（注）値はそれぞれの欄で四捨五入

（単位：億円）

前第２四半期
連結累計期間
(4-9月)実績

当第２四半期
連結累計期間
(4-9月)実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率(%)

受注高 449 473 24 5%
売上高 447 463 16 4%
営業利益 75 87 12 17%
税引前利益 65 81 16 25%
当期利益 47 69 22 47%
当期包括利益 35 61 26 75%
フリーキャッシュフロー 63 47  16 25%
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Ⅰ-2．連結決算概要 – 受注高推移 -

計測を中心に堅調 （前年同期比 ＋8.0％）

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入

FY2010

億円

FY2011 FY2012

■計測

■産業機械

■その他
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Ⅰ-2．連結決算概要 - 事業別売上高・営業利益 -

（注）値はそれぞれの欄で四捨五入

計測事業のモバイル関連ビジネスがけん引
（単位：億円）

前第２四半期
連結累計期間
(4-9月)実績

当第２四半期
連結累計期間
(4-9月)実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率(%)

売上高 340 354 14 4%
営業利益 74 85 11 16%
売上高 72 72 0 0%
営業利益 4 5 1 32%
売上高 35 37 2 7%
営業利益 2 2 0 13%
売上高 447 463 16 4%
営業利益 75 87 12 17%

計測

産業機械

その他
（含：内部消去）

合計
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FY2011
連結売上高 連結営業利益

Ⅰ-2．連結決算概要 - 四半期毎 売上高・営業損益 -
2Q（７月～9月期）の売上高、営業利益ともに順調に進捗

億円 億円

（注）値はそれぞれの欄で四捨五入、FY2011 3Qおよび4QはIFRS未監査（参考）

FY2012 FY2011 FY2012

■その他

■産業機械

■計測
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（注）値はそれぞれの欄で四捨五入、FY2011 3Qおよび4QはIFRS未監査（参考）

Ⅰ-2．連結決算概要 - 地域別売上高推移 -

FY2010 FY2011

全地域で順調
億円

■アジア他

■EMEA

■米州

■日本

FY2012
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(注）値はそれぞれの欄で四捨五入
営業CF 72 投資CF △25 財務CF △58

内訳 単位：億円 △減少
Ⅰ-2．連結決算概要 - キャッシュフロー -

着実にキャッシュフローを創出

FY2012 2Q（累計）
①営業CF： ７２億円
②投資CF： △ ２５億円
③財務CF： △ ５８億円

フリーキャッシュフロー
（①＋②）： ４７億円

現金同等物期末残高
３７９億円

有利子負債高
２２３億円
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Ⅰ-3．財務状況
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財務体質を着実に改善

30

60

100

40 50 60

Bond Rating

“A”
(GLP2014 Target)

D/E
レシオ(%)

自己資本比率 (%)
0

J-GAAP
会計基準 IFRS J-GAAP
2010年3月 － 37.2/112

BBB

2011年3月 34.6/105
－

40.2/92
BBB

2012年3月 42.1/64
－

48.5/55
BBB+

2012年9月 50.0/40
－

－
BBB+

上段：自己資本比率/D/Eレシオ
下段：R&Iによる格付け

IFRS

2011. 3

2012. 3

2010. 3

2011. 3

2012. 3

2012. 9
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（単位：億円）

2012/3期

前期実績
(IFRS監査済)

通期予想
4/26発表

通期予想
今回

前期比
増減額

前期比
増減率(%)

936 945 945 9 1%
140 155 165 25 18%
131 145 155 24 18%
80 100 120 40 51%

売上高 706 700 700  6 1%
営業利益 138 140 150 12 8%
売上高 142 150 150 8 6%
営業利益 6 10 10 4 75%
売上高 89 95 95 6 7%
営業利益  4 5 5 9 - 

産業機械

その他*

2013/3期

計測

税前利益

当期利益

売上高

営業利益

Financial Results  FY2012 2Q
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(注）値はそれぞれの欄で四捨五入

2013/3月期から情報通信事業セグメントを、その他セグメントに統合しています。

（参考） 想定為替レート：１米ドル=80円
1ユーロ=100円

Ⅰ-4．2013年3月期 通期見通し（連結） : IFRS
計測の営業利益を上方修正
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年間配当：増配

15円 → 17円（中間配当7.5円、期末配当9.5円）

株主の皆さまへの利益還元策として、連結当期利益の水準

に応じて、DOE（日本会計基準における連結純資産配当率）

を上昇させることを基本に、事業環境などの諸般の事情を総

合的に考慮して決定しています。

配当方針

Financial Results  FY2012 2Q

Ⅰ-5．配当について

（※ CB転換（コールオプション行使）後の発行株式数 143,956千株）
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Ⅱ．モバイル分野の計測ビジネス

Ⅱ-1．モバイルブロードバンド市場の急成長

Ⅱ-2．LTE関連の開発テーマとLTE商用化

Ⅱ-3．スマートフォンの開発テーマと計測ソリューション

Ⅱ-4．モバイル開発向けビジネス

Ⅱ-5．製造の課題と計測ソリューション

Ⅱ-6．モバイル製造向けビジネス
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Ⅱ-1．モバイルブロードバンド市場の急成長

通信方式の進化
スマホの普及
サービス、コンテンツの拡大
データトラフィックの増大

相互作用することにより、モバイルブロード
バンドサービス市場が急成長
(スマホがPCの機能を代替）

ビジネスチャンス：LTE、データオフロード等

相互作用することにより、モバイルブロード
バンドサービス市場が急成長
(スマホがPCの機能を代替）

ビジネスチャンス：LTE、データオフロード等

フ
ィ
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チ

ャ
ー
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ン
フ
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ス
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フ
ォ

ン
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

データトラフィック
の増大

方式・技術の進化
スマホ/タブレットの普及

サービスの拡大
クラウドビジネスの普及

16
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現状、課題となっている開発テーマ イベント

LTE
VoLTE* 2013末までに195事業者が開始

(FDD/TDD）、以降も商用化が継続

TDD-LTE China Mobile 2013年 商用化

LTE Advanced キャリアアグリゲーション
（CA）*

AT&T、Sprint 2013年 商用化
NTT DoCoMo 2016年度 商用化

17

(注) VoLTE（Voice over LTE)：LTE通信方式での音声通話。現在のLTEスマートフォンの音声通話は3G通信方式を活用。
キャリアアグリゲーション（CA）：より高速な通信を行うために、周波数帯域を束ねた通信機能。
MIMO（Multiple Input Multiple Output）：複数の送信用および受信用アンテナを使用し、通信帯域を広げる通信技術。

Financial Results  FY2012 2Q

Ⅱ-2．LTE関連の開発テーマとLTE商用化
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開発テーマ 動向

スマートフォン 商用開発に向けた
パフォーマンス試験（スルー
プット、消費電流、 ・・・）
OSバージョンアップ時の動作
検証

スマートフォン、タブレット端末の普
及拡大
無線モジュールなどが多くの機器に
使用されるタブレット端末

18
Financial Results  FY2012 2Q

Ⅱ-3．スマートフォンの開発テーマと計測ソリューション

2G/3G/LTEのマルチ通信規格に対応。

ユーザーフレンドリーなインターフェースにより
簡単な操作で通信状態の多角的な評価が可能。
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顧客の開発支援による継続ビジネスの確保

Financial Results  FY2012 2Q

Ⅱ-4．モバイル開発向けビジネス：需要継続

商用化時期

主な顧客：ベンダー （チップセット、ハンドセット）

FDD-LTEFDD-LTE TDD-LTETDD-LTE LTE Advanced

ソリューション提供、機能追加等のアップデート、継続的なR&Dサポート

Just Now!!Just Now!!

2010 2013 2015

100Mbps 1Gbps通信速度

開発テーマ VoLTE、TDD、CA、・・・ 相互接続、通信事業者受入試験、・・・
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テーマ 動向

製造

スマホ、タブレット、無線モ
ジュールの量産化・生産性
の向上
シーケンス計測

3G/LTE計測に加え、GPS、
SRW*（無線LAN、Bluetooth）、NFCを1ボードや
1チップに搭載

20

(注) SRW（Short Range Wireless）：無線LANやBluetoothなどの短距離無線通信、10m～100m程度。
NFC（Near Field Communication)：近距離無線通信、SRWよりも距離の短い非接触通信。

Financial Results  FY2012 2Q

Ⅱ-5．製造の課題と計測ソリューション

セルラー通信規格（3G/LTEなど）に特化した
呼接続による無線機テスト。
FDD-LTEおよびTDD-LTEをカバー。

SRWおよび3G/LTEの測定が可能、かつ、
4モジュールを同時に計測可能。
シーケンス計測によりタクトタイムの優れた計測器。
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顧客の生産性向上によるリピートビジネス獲得

更新需要

S/Wアップグレード、サポート

モバイル通信規格のアップグレード
生産性の向上（タクトタイム等）

生産
キャパシティ
拡大（維持）

工場 X

EMS

モバイル通信規格の進化、SRWの追加
3G → LTE(FDD,TDD) → LTE Advanced

W-LAN、Bluetooth、・・・

Financial Results  FY2012 2Q

工場 A 増設②

③

④

Ⅱ-6．モバイル製造向けビジネス：需要拡大

工場 B

S/Wアップグレード、サポート

・デモンストレーション
・エバリュエーション

工場 A
導入

更改需要①
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2000 2005 2010 20151998

売上高

モバイル計測市場（当社推定）:1,000-1,100億円

（製造:700-800億円、R&D:200-300億円）

3Gスマートフォンの普及とともに、
モバイル計測ビジネスが拡大 LTEサービスの進展

3Gサービスの普及
端末製造端末製造

3Gサービス導入

チップセット、端末チップセット、端末
日本市場日本市場

グローバル市場へグローバル市場へ

LTEサービス導入

開発、認証試験、相互接続試験開発、認証試験、相互接続試験

Appendix (1)  - モバイル計測ビジネスのトレンド -

Financial Results  FY2012 2Q

Market share*
30-40%

Market share*
30-40%

Market share*
50%

Market share*
50%

*当社推定
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通信事業者

チップセット ベンダー

自社工場

アプリケーション・プロバイダー

基地局

EMS
Electronics
Manufacturing
Service

AT&T
Verizon
T-Mobile
China Mobile
China Unicom
China Telecom
NTT DoCoMo
…etc.

Qualcomm, ST-Ericsson, Leadcore,
Hisilicon, TI, Infineon, MediaTek …etc

Foxconn, Asus,
BYD, Fosunny,
Quanta …etc

Ericsson,  Alcatel-Lucent, Huawei …etc

Appendix (2)  - モバイル通信市場の業界構造 -

Financial Results  FY2012 2Q

無線モジュール
/コンポーネント

ベンダー

テストハウス ハンドセット
ベンダー

Samsung, Apple,
HTC, LG, RIM,
Nokia, Sony
Huawei, ZTE,
k-touch, longcheer,
Fujitsu, NEC,
Panasonic …etc

SGS, 7 layers,
Cetecom, TMC,
Canvas M …etc.
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指標

売上高

営業利益

当期利益

ROE
ACE*1

FY2011

936 億円

140 億円

80 億円

19.5 %

52 億円

FY2012
（2012年4月）

945 億円

155 億円*2

100 億円*2

20 %

70 億円

FY2014
1,100 億円

190 億円

130 億円

20 %

90 億円

GLP2014

(注) *1 ACE（Anritsu Capital-cost Evaluation） : 税引後営業利益－資本コスト
*2 FY2012 計画値 ： 修正情報あり（2012年10月）

計測
売上高

営業利益

産業
機械

売上高

営業利益

706 億円

138 億円

142 億円

6億円

700 億円

140 億円*2

150 億円

10 億円

800 億円

160 億円

180 億円

15 億円

2020
VISION

25

Appendix(3) - 3ヵ年経営計画 GLP2014 目標数値 -
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2020 VISION
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